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phase shifter

実験の概要

• DPFに搭載されるFabry-Perot干渉計の
プロトタイプを構成し、PDH法によって
共振器長を制御
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懸架系の設計
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姿勢調整用ステージ4本のワイヤにより懸架
(W, φ =0.1mm, l~30cm)

DPFのサイズ(300×300×800mm)

光軸

入射光学系ガラス板(予定)

試験マス(Al, 70mm角)



光学系

• 現在、入射光学系は光学定盤上に組んでいる

• FP共振器の各値
Front Mirror End Mirror

曲率半径: ∞(flat) 曲率半径: 500mm
反射率: 98% 反射率: 99%

共振器長: 30cm(ミラー間距離)
フィネス: 208
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open loop伝達関数

• コイル-マグネット
アクチュエータに
よって制御

• UGF: 1kHz
位相余裕: 40deg
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2010年3月8日の様子
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